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晩秋の菅沼

新緑の菅沼

青森県
～三方海に囲まれた本州最北の地～

三方を海に囲まれた青森県は、四季折々に美し
い姿を見せる雄大な自然と豊かな風土に恵まれて
います。

春の弘前城の桜祭り、夏のねぶた祭りを始めとする
伝統的な祭リや郷土芸能が今なお受け継がれ、日
本一の収穫量を誇るりんごやにんにく、全国でも有
名なマグロやひらめなどの山の幸、海の幸を活かした
郷土料理や温泉も豊富です。



地域資源を体感する
～持続可能な地域社会のしくみづくり～

－未来の地域づくり支援総合プロジェクト－
（受入地域：青森県十和田市）

■受入地域
青森県十和田湖休屋地区

■受入人数（要調整）
3名～5名

■受入期間 （応相談）
平成30年8月20日（月）から
平成30年9月20日（金）の間

【 実 施 概 要 】

■地域おこし協力隊、
地域住民が交流をサポート

■現地域内移動をサポート

持続可能な
地域づくり

地域づくり（ビジョン）への
提案

【 プログラム目標】

【 現 状 と 課 題 】

地域コミュニティの維持

国立公園の再生に向けた
満喫プロジェクトの取り組み

 高速交通網の整備と産業の変化

 地域交通機関の衰退

 就学環境と医療機関の減少

人口減少に伴い、小中学校が統廃合・
診療所の受診機会が減少

少子高齢化、人口減少が進む中、地
域バス路線が減少し、通勤、通学、買
い物弱者が急増

高速交通体系網の整備
に伴い通過型の観光が増
加し、観光客、修学旅行
生等が減少し、ホテルの
廃屋が林立する状態

【 プ ロ グ ラ ム 内 容 】

【取組１】 地域との交流対話

■ 十和田湖の自然・歴史・文化を知り、体験メニューを通して、
地域資源の価値を掘り起す

事前に調査した現状、課題をもとに青森県の豊かな固
有の自然を体験。まちづくり団体、地域住民との交流か
ら自然と共生する課題と地域づくりの未来を探ります

地域資源の発掘と街づくり団体との体験交流

■ 人口減少した地域社会で豊かな自然と
持続可能な地域社会のしくみづくりを提案

【取組3】 持続可能な地域社会のしくみづくりの提案

【取組2】 地域資源の再発見 自然・歴史・文化を知る

■ 地域住民との活動体験、児
童生徒との体験交流を通じ、
地域の課題と未来を探る



平成17年1月1日 十和田市、十和田湖町合併

青森県十和田市

現地活動調査フィールド ◆十和田湖休屋地区
十和田八幡平国立公園
十和田八甲田地域

【取組１】
現地活動
～地域との交流対話～

【取組２】
現地活動
～地域資源の再発見～

【取組３】
持続可能な地域社会

のしくみづくりの提案

 平成29年3月31日 十和田湖畔休屋
世帯数97 人口217人

 十和田湖小学校 児童数5名
平成30年4月1日小中学校統合



①国立公園持続可能性調査
②学生を通じた東京大学との交流
③青森県及び受入地域の特徴の把握
④地域のリソース＆地域課題の発掘
⑤東京大学、行政、地域団体、住民との協力関係
⑥専門知と地域知を地域課題の解決へ活用
⑦実現可能なプロジェクト検討
⑧持続可能な地域社会のしくみづくりへの道筋提案

平成29年度

平成30年度

平成28年度

「持続可能な地域社会のしくみづくり」
－取組フェーズ－



地域の範囲：国立公園十和田湖休屋地区
地域の盛衰：明治以降

2017年度 現地活動から見えた地域課題
－人口減少の進んだリアルな地域社会－

明治41年－
大正初期

大正後期－
昭和27年

昭和28年－
昭和45年前後

昭和60年－
平成3年頃

平成3年頃－
平成14年頃

平成14年頃－
現在

大町桂月紀行文発表
十和田湖の名が知れ渡る

十和田神社参拝客への宿提供
昭和11年国立公園指定知名度向上

昭和28年「乙女の像」建立
観光客急増 交通網整備

観光客急増
自然・社会環境に影響

平成3年に観光客ピーク
日帰り客個人型 減少傾向

平成14年八戸・平成22年青森・平成28年北海道
新幹線開業 通過型観光減少加速 国際化へ展開

直近20年で人口半減

・子育て世代 ・・・中心市街地に移住→通勤
学校教育 ・・・小中学校統合

・高齢者世代 ・・・観光業衰退・継承者不足
観光・一次産業・・・生涯現役、域内移動

・建物景観 ・・・大型観光施設が廃墟化
・自然景観 ・・・観光減少により回復
・域内外コミュニティ、危機管理機能の脆弱化

人口減少が進行した
リアルな少子高齢地域社会
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地域の範囲：国立公園十和田八甲田地域 休屋地区
「観光客」

 魅力：自然環境が突出

⇓

 課題：施設の老朽化

地域内の移動

駐車場の有料無料

 取組：自然環境の保全

施設整備

「住民」
 魅力：自然環境・歴史文化

⇓

 課題：施設の老朽化

サービス不足

交通の不便さ

 取組：食・土産の向上

地域外との連携協力

「事業者」
 魅力：自然環境・特産品

⇓

 課題：施設の老朽化

サービス不足

交通の不便さ

 取組：自然環境の保全

地域資源の掘り起こし

2016年度 観光客・地域住民・観光客調査比較
～地域課題の共有へ～



◆十和田湖はきれいだけど、全体の大きさがわかりにくい（全体の5分の1くらい

しか見えない）

◆生活するとなれば自家用車が必須（買い物や通院のために、十和田市街に行く

にしても秋田県側に行くにしても片道40分はかかる！）

◆観光地なのにコンクリートむき出しの建物ってどうなの？

◆よくよく見れば少子高齢化が進んでいるが、観光客が

多いためあまり目立たない

十和田湖休屋地区の第一印象
－ 2017年度参加学生 －



プロトタイプ

地域の自然を理解し活用する多様な人材が交流するしくみづくりへ

共有

科学的

知見

• 生物、植物、地質など火山活動との関連調査

• 世界のカルデラ湖との比較など固有の価値の向上

新たな社会イン
フラの整備

• 公共交通機関を補完する新たな交流拠点

• 自然と向き合いながら人が暮らせる場づくり

国際的

取組

• 世界の学識者が研究するフィールドへ

• 世界の学生が自然を体験する環境づくりへ

自然保護
と利活用

地域

学識
者

自然
体験

学生

海外

2017年度 現地活動テーマ
「自然保護と利活用を両立する共生社会」



科学的知見とは？EX.湖中調査

解明されてない固有の自然は？世界との比較は？

固有の価値を地域社会へ還流

地域コミュニテイを補完する新たな社会システムとは？

Next Stage 東京大学の知見を活用へ

自然を解明・活用 保護意識が向上

２０１７年度の課題とテーマ
自然保護と利活用を両立する共生社会とは？



①東北大学植物園八甲田山分園（高山植物研究所 S4～ ）

②東京大学 生産技術研究所 海中観測実装工学研究センター 浅田研究室（湖中センサー調査H21）

③産業技術総合研究所 地質情報研究部門（八甲田・十和田湖地質調査H26-H28）

④京都大学フィールド科学教育研究センター（海洋生物環境学分野・ヒメマスバイオロギング調査H27・H28）

⑤十和田湖環境保全会議（青森県・秋田県 水質・透明度・プランクトン調査 H13~）

 自然科学分野

 社会システム・街づくり・国際交流分野
①弘前大学大学院地域社会研究科 （十和田湖観光再生行動計画）

②青森中央学院大学国際交流センター （【国際交流】奥入瀬渓流・十和田湖）

③岩手大学 農学部 （環境省十和田八幡平満喫プロジェクト持続可能性調査）

④青森県立十和田西高等学校（奥入瀬エコロードフェスタガイド）

地域における取組①
～学術機関等の活動～



地域における取組②
～国立公園再生活動～

国立公園満喫プロジェクト
～国立公園の魅力を世界に～

十和田湖ウォーク50km
～豊かな自然を踏破する～

十和田湖ヒルクライム
～紅葉の樹林を登り切る～

十和田湖マラソン
～神秘の湖を駆け抜ける～

固有の自然を
生かした活動



地域における取組③
～地域で暮らす人との交流～
地域のコミュニティはどこへ向かっているのか

児童・生徒と
～地域の未来を語る～

地元漁師と
～ふ化放流の継承を語る～

ネイチャーガイドと
～四季の十和田湖を語る～

国内外類似地域との連携
～ブナ原生林の森を語る～

固有の自然と
生きていく



地域における取組④
～固有の自然を解き明かす～
自然と暮らしていく価値と新たなマーケットの創出

カルデラ湖中センサー調査
～二重カルデラ湖の秘密～

火山活動の生態系への影響
～湖中の知られざる景観を探る～

ヒメマスの歴史と生態を探る
～支笏湖移入・バイオロギング～ 十和田火山の地質と火山活動史

～1万5千年前の噴火から学ぶ～

固有の自然を
深く探る



四季を紐解く
 観光化されていない本来の自

然の価値

 滞在しなければ知りえない四

季と時間毎の自然

 地域を知るガイドの専門知

 体験活動を通じた自然感

CFO

固有の自然 コケ 紫明亭 展望台

氷瀑赤沼（微酸性沼の紅葉）

源流地 グダリ沼

火山活動と十和田信仰

地域における取組⑥
～四季の自然の価値を体感する～



① 自然科学
② 先端技術の実装（地理情報、センサー技術、ＡＩ等）
③ 考古学
④ スポーツ科学
⑤ 社会科学（持続可能な地域社会）、観光行動学
上記全般で、東京大学の知見を活用する可能性があるが、参加
決定する学生の専門分野、受入地域と調整しながら、地域課題の
設定、現地活動を通じて道筋提案を行う

東京大学の知見の活用可能性について



１ 東京大学との地域課題設定検討

２ 地元大学の地域フィールド活動知見の活用

１）弘前大学大学院社会研究科

２）弘前大学理工学部地球環境防災学科

３ 東京大学知見活用の検討

１）社会科学研究室（社会システム）

２）農学生命科学研究科

（観光行動学・森林学）

現地活動
学生

東京大学

担当教官・関係教官

２０１７年度

現地活動学生

青森県

十和田市

弘前大学等

地域住民

地域おこし協力隊

国内外類
似地域との
連携

現地活動から道筋提案までの体制



実施場所 目的 地域 募集人数 活動期間
青森県
十和田市

地域資源を体
感する持続可
能な地域社会
のしくみづく
り

十和田湖休屋
地区

３名～５名 １年間
（夏、秋、冬
の 活 動 を 推
奨）

４月中旬

•地域及び課題の設
定

•オリエンテーショ
ン

５月参加学生決定

•地域、東大専門知
教官への事業概要
説明

•年間スケジュール
等の検討

夏期現地活動

（8月～9月）

•現地経験学生から
の引き継ぎ

•現地活動２週間

秋期現地活動

（10月）

•夏期現地活動から
の専門知の収集整
理

•最終報告に向けた
道筋検討

冬期事後調査・

現地報告会（2月）

•事後調査、整理

•現地報告会

•振り返り、最終提
言整理

３月学内報告会

•地域資源、専門知
の最終整理

•学内報告会

活動地域と現地活動スケジュール



固有の地域資源
20年で自然環境が回復

人口減少した地域社会
少子高齢化により20年で半減

地域資源層

地域生活層

個人消費型・グローバル化
消費者ニーズの多様化

消費者層

各層をつなぐ
新たな層１

各層をつなぐ
新たな層２

各層を補完
する要素

多様な知見を活用し地域社会の未来像を道筋提案

地域資源を活用した
地域社会のしくみづくりのイメージ



青森のリアルな課題を体感！道筋提案してみませんか
～地方から日本を変えるチャレンジ～

「皆さんの声」を青森県の「未来の地域づくり」にお届けください。
心よりご応募をお待ちしております！

冬の魅力を世界へ発信！

十和田湖紫明亭 十和田湖冬物語ダケカンバの森

地域の自然と暮らす住民との交流

ヒメマス漁師ルパンのおじさん ネイチャーガイド

十和田湖の自然・歴史・文化

ヒメマス天丼十和田湖自籠の入江 ヒメマス採卵

地域の魅力・課題を前年度参加学生から
情報を入手してください。必要資料は随時
要望により提供いたします
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蓬田村 

黒石市 

平内町 

十十十和和和田田田市市市 

階上町 

六ケ所村 

東通村 

田子町 

今別町 

西目屋村 

六戸町 

三沢市 

鯵ケ沢町 

平成 30年度東京大学フィールドスタディ型 

政策協働プログラム活動地域（青森県） 

地域資源を体感する 

～持続可能な地域社会のしくみづくり～ 

－未来の地域づくり支援総合プロジェクト－ 

五五五戸戸戸町町町   

大間町 
風間浦村 

佐井村 

横浜町 

野辺地町 

新郷村 

大鰐町 

つつつがががるるる市市市   

むむむつつつ市市市   

外外外ヶヶヶ浜浜浜町町町   

外外外ヶヶヶ浜浜浜町町町   

五五五所所所川川川原原原市市市   

中中中泊泊泊町町町   

中中中泊泊泊町町町   

七七七戸戸戸町町町 

東東東北北北町町町   

深深深浦浦浦町町町   

八八八戸戸戸市市市   

三戸町 

青青青森森森市市市   

鶴田町 

板柳町 

藤藤藤崎崎崎町町町   

五五五所所所川川川原原原市市市   

平平平川川川市市市   

南南南部部部町町町   

田舎館村 

弘弘弘前前前市市市   
おおおいいいらららせせせ町町町   

教育体験型アクティビティ 

サイクル 

登山 

カヌー・カヤック 

バックカントリー・スノーシ

ュー 

農漁業体験 

固有の自然 

火山活動 

地質 

湖沼 

川 

高山植物 

固有の文化 

十和田信仰 

ヒメマスふ化放流 

水需給サイクルシ

ステム 

灌漑用水開拓 

文学 

学術的価値の向上 

国内外の情報発信 

 

歴史的価値の向上 

生態、環境の調査 

 

自然・歴史・文化を新た

なツールで体験 

各フェーズでの知見を活用する可能性がある（自然科学、考古学、スポーツ科学、社会学） 

地域間の共通テーマ 

 教育体験型アクティビティ・

自然科学の解明を切り口 

↓ 

 域内外交流・隣接地域間の人

口流動を活性化 

 学生を外部人財として活用 

国際的マーケットの獲得 

地域資源 

知見の活用 

国際マーケティング 

地元企業の

参画 

国立公園満喫プロジェクト 

（環境省、青森市、十和田市、秋田県小坂町） 

 

 

 

地域住民への浸透・外部人財の活用・具体的プロジェクトへの関与 地域の参画 

観光・誘客 

地域・大学連携 

地域づくり 

 

国立公園 

十和田湖八甲田地域 

国立公園地域内で生活圏が違い域内地域間連携は希薄 

八甲田・・・・・・・・・・青森市（黒石市）－津軽 

奥入瀬渓流・十和田湖・・・十和田市－南部 

十和田湖（西湖岸）・・・・秋田県小坂町 

 

 

 

 

 人口減少の進展した地域社会での世代毎の生活 

（生業：観光業・一次産業が主） 

・子育て世代   ・・・中心市街地に移住→通勤 

学校教育   ・・・小中学校統合 

・高齢者世代   ・・・観光業衰退・継承者不足 

  観光・一次産業・・・生涯現役、域内移動 

域内外コミュニティ、危機管理体制が脆弱化 



山形県・山形県鶴岡市

東京大学フィールドスタディ型
政策協働プログラム提案書

「観光果樹園を中心とする
地域振興支援事業」

山 形 県



山形県の概況１.

山形県のプロフィール
山形県は、東北地方の日本海側に位置し、東京から概

ね北に300km、山形新幹線で約3時間の距離にあり、一
般には、全国生産量の7割を占める「さくらんぼ」と鮮
やかな四季で知られています。

人 口： 1,122,957人（平成27年国勢調査）

面 積： 9,323,46㎢ （全国第９位）

市町村： 35市町村 （13市19町３村）

自然
山形県は、月山、鳥海、蔵王など日本百名山に数えら

れる秀麗な山々と日本海に囲まれ、南から連なる米沢、
山形、新庄の各盆地と庄内平野を「母なる川」最上川が
流れる、美しい自然に恵まれた地域です。

特産品
米（つや姫、雪若丸）、さくらんぼ、

西洋なし（ラ・フランス）、すいか、
メロン、ぶどう、枝豆（だだちゃ豆）、
牛肉（米沢牛など）、本酒・ワイン 等

羽田空港～庄内空港

１日往復４便 約60分

ＪＲ 東京～鶴岡
上越新幹線利用

約4時間

山 形 県



鶴岡市

櫛引地域 黒川能

丸岡城跡・楽朋館

観光果樹園
農家民宿

鶴岡市の概況２.

鶴岡市 山形県の海岸部に位置

平成17年10月1日に６つの市町村
が合併 東北一広い自治体となる。

人口 129,652 人（※H27国勢調査）

面積 1311.53 k㎡

櫛引地域 鶴岡市南部に位置

人口 ７,2４３ 人（※H27国勢調査）

国指定無形民俗文化財「黒川能」

肥後加藤家終焉の地「丸岡城跡」

「果樹産地」産直・観光果樹園

山 形 県



鶴岡市の概況３.

ユネスコ食文化創造都市（2014/12認定）
ユネスコ創造都市ネットワークを通じて、世界の創造都市と交流を深めると共に「世
界の食文化創造都市」としての魅力を国内外に強くアピールし、鶴岡食文化の存在
感を高めていきます。

農水省 SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）
（2016認定）
鶴岡市の価値ある食文化資源を活かし「食文化の学び」と「体験の場」を提供するこ
とで、世界中から食文化を楽しみ、学ぶ人々を鶴岡に誘客することによる地域産業
の振興と、地域資源を維持発展させる好循環を形成する地方創生の取り組みを実
践する。

５年後(H31)へインバウンド10倍計画
外国人旅行者 4,000人→40,000人へ

（延べ宿泊数）

■内対象国：フランス・イタリア・ドイツ
・アメリカ・オーストラリア

■平成28年度／ 12,000人泊（延べ宿泊数）
■満足度 80％以上

食と風土の博物館構想
（鶴岡ガストロノミー フィールド ミュージアム構想）

食文化と農林水産業を主軸とする観光振興［通年］

鶴岡ツーリズム 食と風土の祭典
２年周期の食文化の祭典［ビエンナーレ］

☆城下町・日本遺産
～サムライゆかりのシルク～

☆出羽三山の精神文化・日本遺産
～自然と信仰が息づく「生まれかわりの旅」～

山 形 県



【現状】
■鶴岡ツーリズムを推進し、食文化を
活かした観光振興と農林水産業の成長
を目指している。
■鶴岡ツーリズムにおける体験型観光
の目玉に観光果樹園の取り組みを推進
している。
■鶴岡にあって櫛引地域は果樹産地の
メッカ（さくらんぼ、桃、ぶどう、
和・洋ナシ、りんご、庄内柿等）

【課題】
◆国内外からの訪問者が学びや体験できる観光資
源の新たな価値の創出が必要である。

◆鶴岡の食文化の魅力を伝える、観光果樹園と鶴
岡の様々な地域資源との連携と情報発信が不足し
ている。
◆観光果樹園を含む果樹振興による地域の活性化
を図っていきたい。

観光分野の現状と課題４.
山 形 県

観光入込者数の推移 (単位：百人)

（観光庁調査1-12月集計 単位：人）



現状と課題５.

さくらんぼ ７，７１７人
ぶどう ８，０２６人
りんご・なし １，７６５人
合 計 １７，５０８人

観光果樹園入込者数
（櫛引地域H29）

山 形 県



①観光振興の視点から見た
「観光果樹園経営」のアイディア提案

⇒ データ分析等による事実や法則の発見

②周辺の地域資源との関わりや地理的特性に着目した
「観光果樹園の役割と可能性」のアイディア提案

⇒ 果樹産地である内陸との差別化

③鶴岡を元気にするための「櫛引果樹ブランド」の
ポテンシャルに関する考察

⇒ 少量多品目産地の目指すところ

④鶴岡の未来と将来設計は
「ユネスコ食文化創造都市」への提言

⇒ 食文化は地方都市を救えるか

⑤合併した市町村の行政運営に関する考察
⇒ 地域の尊重と融合のプロセス

プログラムの目標６.
山 形 県



フィールドワークのプログラム内容

地域資源や地元の
取り組み体験

○観光果樹園体験、産直
施設、観光施設訪問な
ど

○農家民宿への宿泊

○250年の歴史のある甲
州ブドウとワイン造り
視察体験

観光果樹園組織や
産直、観光関係者
等との交流

○地元の方々との交流

○地元の研修会等への
参加

地域資源の調査活動

○観光果樹園、産直施設
調査

○宝谷地域おこし協力隊
員との協働調査

○行政、観光関係者への
ヒアリング

観光果樹園を中心とす
る地域振興方策の検討

○観光果樹園の振興方策の
アイデア提案・実施

○鶴岡ツーリズムとの連携
方策のアイデア提案

○果樹振興による地域振興
方策の提案

プログラムの概要７.

受け入れ地域 山形県鶴岡市櫛引地域 人数 ３～５人

受け入れ期間 ６月中旬～６月下旬 さくらんぼの季節

※柔軟な対応が可能 ８月下旬～９月中旬 ぶどうの季節

行政の支援 現地活動を支援します。
果樹園組織や住民、地域おこし協力隊等との連携・交流のセッティング

観光果樹園、産直施設、農家民宿、観光施設等の案内や手配等

山 形 県



ご清聴ありがとうございました。

山 形 県



石川県
フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション



東大生と共に取り組む政策プログラム（全体概要）

活動地域 活動内容 活動期間

能登町
2017年度のFSプログラムの活動を通じて、
気づきを得た、地域の人のパワーが発揮で
きるような地域の人たちが輝く舞台をつくる

うち３週間程度

志賀町
地域に眠る素材を磨き上げたスローツーリ
ズムのメニュー化及び、仕組みの提案

うち３週間程度

能美市
国造ゆず産地を未来に継続していくための
持続可能な生産・消費体制等の構築

うち３週間程度

石川県内の下記地域に約３週間～１か月（８月２０日頃～９月２０日頃）滞在し、能登町・
志賀町・能美市での現地活動を通じ、それぞれの課題解決策を提案していただきます。
（具体的なスケジュールや役割分担は、参加人数や学生の希望を踏まえて決定します）

能登町

志賀町

能美市



能登町は、2011年に世界農業遺産「能登の里山里海」に認定され、大きな産業がなく、一次産業が中心です。人口17,658人（2015年国調）で、社人研では、2040年8,896人

になると推計されており、人口減少が大きな課題となっております。活動する小木地区は人口2,200人の港町で、函館、八戸と並ぶイカの三大漁港として栄えてきた小さな港

町です。この地区も人口減小は著しく、また基幹産業であるイカ釣漁も、年々漁船数、水揚げ高が減少し、地域経済の縮小が課題となっています。この課題の解決に向けた一

つとして、日本百景の一つに数えられる九十九湾（リアス式海岸）に、交流人口の拡大の拠点として観光交流センター「（仮称）イカの駅」の整備を進めております。その運

営方法を地域住民が検討しております。観光交流センター「（仮称）イカの駅」は、九十九湾やイカを活かし、レストラン・物販・遊覧船事業などを行います。

【活動地域】

【活動スケジュール（案）】

MISSION 地域の人たちが輝く舞台をつくる！

【活動内容】
祭りなどの地域行事に参加しながら、子どもたちからおじいちゃん、おばあちゃ

んたちまで、多くの地域の人たちと出会い、一緒に活動するとともに、舞台とな

る九十九湾エリアを調べながら、地域の人たちがやりたいことをできる舞台（環

境）を考えていきます。 『地域の人たちが輝く舞台を一緒につくりましょ

う！』

観光交流センターができる九十九湾エリアに、地域の人たちの出番と居場所をつくり、観光客と地域が交流できる、誰もが「あってよかった」と思う施設をつくる

能登町小木地区

7月～ 顔合わせ（東京）、事前調査（WEB等）

8月～9月
3週間程度

地域奔走
地域の人たちと出会い、一緒に活動し、想い・やりたいことを知る
地域住民への中間報告会（能登）

10月～
学内奔走 整理分析し、出番や居場所を考える
地域奔走（短期） 出番や居場所をつくってみる

2月 地域住民への成果報告会（能登）

九十九湾

観光交流セン
ター

｢仮称）イカの
駅｣

小木港

【2017年度 FSプログラムから】

能登町は人口減少が著しく、地理的な条件も非常に悪い場所に位置しており、観光交流センターは「数字上ではとて

も厳しい」、数字を変える何かが必要となりました。そこで、九十九湾周辺を調査すると、地域の人たちはパワフルで、

豊富な地域資源（海、景色、食、祭りなど）があることがわかりました。

そこで気づいたこと、 「地域の人」 × 「地域資源」が、数字を変える仕組みになるかもしれないということです。

2018年度FSプログラムでは、「地域の人たちが輝く舞台をつくる！」を課題に設定しました。

食文化を知る

イカ釣漁を知る

イカ釣漁体験

能登町



東大生と共に取り組む政策プログラム
地域に眠る素材を活用したスローツーリズムのメニュー化及び、仕組みの提案
活動地域：志賀町熊野地区

【活動地エリア】
石川県羽咋郡志賀町熊野地区

【活動目的】
地域の潜在資源を掘り起こし、体験や交流などを中心とした（新たな）旅のスタイルを創出

【活動内容】
①地域での暮らしを通して地域の魅力を探る。
＊自分たちの足で里山を歩き、見て、体感・体験して、感じたことを、新たな視点・観点で
地域の魅力を発掘→情報整理・リストアップ

②住民との意見交換会を通してコンテンツ・ルートの検討および、集客・交流サービス
（おもてなし）の仕組みを考える
＊住民の視点から、外部の視点から意見を出し合うことで、互いに新たな気付きを持って
さらに磨き上げる→独自性の高い体験メニューの商品化
＊地域ぐるみのより一体的な集客・交流サービス（地域で提供できるおもてなし）を
地域内外の視点で考え、話し合う。

③モニタリングによる検証
＊来訪者視点でベネフィットを実際に体験していただく

【活動期間】
８月２０日〜９月２０日 ３週間

【滞在場所】
くまの地区（草木）にあるシェアハウス（古民家）＊自炊

熊野
地区

志賀町



●課題：国造ゆず産地を未来に継続していくための持続可能な生産・消費体制等の構築

●現場で必要とされていること
生産者・地域・行政等がメリット、デメリットと思っていることを把握したうえで、国造ゆず産地を未来に継続していくための持続可能生産・消費体制等
の構築が必要とされているが、うまく進んでいない。

【メリット】農薬不使用栽培（Ｈ２９石川県特別栽培農産物認証）／約７００本のゆずの木がある団地あり（石川県内生産量第２の産地、表年約１０トン、
裏年約２トン）／生産者を応援する市民団体あり／etc

【デメリット】生産農家数減少（Ｈ６１…４６戸、Ｈ３０…７戸）、生産農家高齢化（平均年齢約８０歳）／老木化（生産開始３０年あまり経過）／今年２月の大
雪で多数の枝折れ／低い知名度（地元でも知らない人多い）／etc

●学生と貴学に期待したいこと
地方にある小規模だけど地方自治体の「顔」となっている農産物の産地存続に対して関心のある学生、地域づくりに関する仕組みづくりに挑戦してみたい学生にお越しいただけれ
ばと思います（ゆず好きかどうかは問いませんが、積極性ある学生希望）。生産者等からのヒアリング等を基に、国造ゆず産地を未来に継続していくための生産・消費体制等の構築
提案を期待します。また、学生には、「市外・県外在住の若者」として、生産者等との交流による多くの気づき・元気を与えていただければ幸いです。

●最終的に結果として求めたいこと

生産者・地域等関係者に対して、現地報告会で課題解決の提案をしていただくとともに意見交換していただき、学生が本プログラムを通して感じたことも生産者・地域に伝えていた
だきたいと思います。

●年間スケジュール提案 （現地活動２～３回、現地最終報告会１回を希望します。ヒアリング日程調整、移動の支援します。）

平成30年度東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラムへの課題提案

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2

内
容

● （●）
現地活動
（8～9月）

●
現地
活動（11月）

現地最終報告会
（12～2月で1回）

電話、電子メール等でのやりとり（随時）

●本提案の担当・・・能美市役所 産業建設部 農政課 TEL 0761-58-2256 / FAX 0761-58-2297 / nosei＠city.nomi.lg.jp

能美市



福井県

フィールドスタディ型政策協働プログラム オリエンテーション

2018年4月18日・19日

1



2

福井県のキャッチコピー

「あらかじめ、幸せだったらいいな。」

都道府県幸福度ランキング１位

仕事分野（女性就業率など）１位、教育分野（全国学力テストなど）１位・・・

都道府県魅力度ランキング 39位

その一方で。。

このギャップを埋めるのが、地域づくりやまちづくりなんです！

福井のお国自慢！

ざっくり言ってしまうと、

（日本総合研究所 2016年版）

（ブランド総合研究所 2017年版）



3

禅宗（曹洞宗）の本場 大本山永平寺

ちなみに福井といえば。。

住民１人あたり寺院数 ２位

「カギ」のような変わったカタチ

（年末の『ゆく年くる年』でも有名ですね）

カギの持ち手を「嶺北」、

差し込む部分を「嶺南」といいます

（嶺北は独特な福井弁、嶺南は関西弁寄りです）

れいほく

れいなん



福井の寺社と宗教文化を活用したツーリズムの提案
東大生と共に取り組む政策プログラム【福井市】

活動地区
福井県福井市東郷地区
【キーワード】
米どころ、報恩講料理、地酒、歴史、堂田川、おつくね祭り、観光

プログラム目標
東郷地区の観光まちづくりが持続可能なものとなり、地域の活性化や交流人口の増加につながるよう、地域の
特性（浄土真宗文化や歴史など）を活かした観光プログラムの提案。

活動内容

【宿泊】
福井の寺社・道場やふるさと茶屋に宿泊 等
【体験】
精進料理・報恩講料理等の試食やプチ修行（座禅、写経、読経等）、テクノ法要の体験 等
【探求】
サイクリングによる魅力探しや福井の宗教、文化に関する調査 等

スケジュール 2018年8月10～14日、9月1日～10日（応相談）



5

おおい町はこんな町です。 －福井県おおい町－

○福井県の南西部（嶺南地域）に位置

○海の幸・山の幸に恵まれている

○伝統文化を感じることができる

○豊かな自然に囲まれている

○原子力発電所が立地している

・町の9割は森林、日本海の美しいリアス式海岸の眺望

・暦会館（安倍晴明の子孫に由来）、若州一滴文庫（直木賞作家 水上勉）

・大飯原子力発電所３・４号機（１・２号機は廃炉決定）

・若狭アマダイ、きのこ、自然薯（じねんじょ）、ぼたん鍋が名物

野鹿の滝 ぼたん鍋

暦会館

・人口：８，２７２人、世帯数：３，１７７世帯

若狭湾の眺望
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東京大学の皆さまと共に取組む政策プログラム －福井県おおい町－

・エリア内を回って、空き家や地域の実態を知る。
・地域の自然・食・文化風習・産業・コミュニティを体験

地域内で頑張る住民との対話・気づきの交換
（中塚町長との意見交換も調整中）

よそ者・若者の視点と地域での経験を掛け合わせ
各問題の本質を再認識し、取組みの方向性を得る。

空き家の利活用／除却に有効なしくみの提案
連動する地域問題への事業計画提案（と実行）

○奥名田エリア※での空き家対策の提案

少子高齢化、過疎、地域経済の縮小、地域の担い手の減少…中山間地域が抱える問題が集約された「空き家」の
問題を題材に、地域住民との対話や自然体験を重ねながら隠れた地域資源を発見し、政策提言を行うことで、
「空き家」の解消や地域の諸問題の緩和を目指します。ああああああああああああ

【活動内容】 【活動期間】

【受入れ体制】

ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

交流

検討

提言

８月２７日（月）～
～９月９日（日）の

２週間（調整可能）

提言された事業の実現

※エリア情報：９割以上が山林、周山街道（国道162号線）が地域を貫く。
地区人口：1,023 人、世帯数：384 世帯、高齢化率：39.8 ％、空き家件数：75 件以上

←
京都

小浜↓

舞鶴→

自然体験を行うＮＰＯ＆大学院生、地域おこし協力隊員、
古民家に詳しい建築士、三セク職員がサポートします。

【皆さんに期待すること】

町民・町職員がうまく見えていない地域の問題・可能性を
ズバッと指摘したとがった提言をまとめましょう！

空き家対策計画に反映



東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム 

山梨県の課題について 

2018/04 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○ 山梨県の紹介 

(1) 位置について 

東京都に隣接しています。 

 

(2) 自然について 

東京都に隣接はしているものの、自然が非常に豊かであり、県土の７８％は森林と

なっています。 

また、日本一の標高を誇る富士山、第 2 位の北岳、第 3 位の間ノ岳は全て山梨県に

あります。 

その山々を水源とした水資源も豊富で、ミネラルウォーターの生産量は日本一です。 

 

(3) 産業について 

産業については、果樹王国で、ぶどう、もも、すももなどの栽培が盛んで、それぞ

れ日本一の収量となっています。 

また、中央道でアクセスしやすいことから、機械電子産業を中心とした製造業も立

地しています。 

近年、日本を訪れる外国人観光客が増えていますが、山梨県にも、特に 2013 年に

富士山が世界文化遺産に登録されてから、多くの外国人観光客が訪れています。 

 



 

 

○ 山梨県が現在取り組んでいる課題 

(1) 背景 

東京都に隣接していますが、2005 年以降、人口の減少が続いています。自然増減、

社会増減、ともに減少していますが、特に、社会増減は 2012 年以降、年間 3,000

人以上の減少が続いています。 

 

(2) 課題 

県で策定した地方創生のための計画、山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略では、

負の連鎖から、正の循環へ、転換していくことを課題としてあげています。 

若年世代の多くが、進学や就職時に東京圏に転出し、その結果、県内における母親

世代の女性人口が減少、低い出生率とあいまって、子どもの数が減少し、更なる人

口減少につながる「負の連鎖」が生じています。 

これを転換するために、若年世代の移住増加によって、母親世代の女性人口の増加、

子どもの数の増加、若年世代の県内定着、という「正の循環」に転換していくこと

が、今回の政策協働プログラムの大きな課題となります。 

 



 

出典：山梨県まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

 

 

 

○ 東大生と共に取り組む政策プログラム 

(1) テーマ 

今回、東大生の皆さんに一緒に考えていただきたいテーマは、 

『若者・子育て世代等を対象とした移住促進策の検討』 

です。 

 



(2) 活動内容等 

東大生の皆さんには、各調査地区で、市の担当者や地域おこし協力隊、まちづくり

団体の方達に話を聞いたり、一緒に行動し、それぞれの地区が持つ特性、地域資源

を活用して、この課題にどのように取り組んでいったら良いか、道筋を提案してい

ただきたいと考えています。 

今回の調査地区では、昨年度も、皆さんの先輩方が調査を行っています。その内容

に制限される必要はありませんが、その成果も活用しながら、調査、分析を行って

いただきたいと思います。 

また、山梨県には、山梨総合研究所という地域シンクタンクがあります。活動期間

中に、その研究員との意見交換会を設定する予定ですので、その段階での調査結果

や考え方を発表していただき、その後の道筋提案のための意見交換を行いたいと思

います。 

 

(3) 調査地区 

先ほども説明したように、今回の調査地区は昨年度からの引き続きとなります。具

体的には、南アルプス市の芦安地区、笛吹市の芦川地区。ともに自然豊かな地区で

すが、なかなか観光等で行く機会が少ない場所です。 

ぜひ、この機会に、この地区に長期に訪問していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

○ 調査地区の紹介 

(1) 南アルプス市芦安地区 

山梨県の西端に位置し、人口は、平成３０年３月１日時点で３００人です。 

特色として、 

① 南アルプス市は、ユネスコエコパークに登録されており、芦安地区は、その核心

地となる３０００ｍ級の山々の玄関口です（日本第２・３位の北岳、間ノ岳を含

む）。 

② 人口減少や高齢化が進んでいますが、H２６年以降ベビーラッシュが続き若干の

人口微増がありました。主な要因は、地域外から転入された若い世帯の増加にあ

ります。主に県内からの移住でしたが、県外から自然豊かな環境を求めて移住さ

れた方もいます。 

③ 地域の小中学校では、特色ある教育に力をいれており、そういった教育に魅力を

感じる保護者の方が、お子さんを地域外から通わせるケースが多く、減少してい

た児童・生徒数も増えてきています。 

○ユネスコスクール：登山教室・自然体験教室 

○小中一貫教育、英会話科：文科省の特例認定 

○地域と一体となった教育環境：運動会、文化祭は小・中、地域住民が一緒に 



 

 

(2) 笛吹市芦川地区 

甲府盆地のやや東よりに笛吹市が位置し、市の南端の山間部の渓谷沿いに立地する、

人口 350 人程の地域です。 

特色として、 

① 日本の原風景のような山村が広がり、茅葺の兜造りの古民家 150 数棟が残って

います。東日本最大で約 30 万本の日本スズランの群生地があり、新道峠からは

河口湖越しに富士山を望むことができます。 

② 兜(かぶと)造りの古民家群が150数棟残り、修復された藤原邸は一般に公開され、

地域住民の憩いの場となっています。 

③ 小保(小学校・保育園)連携の少人数教育が行われていて、児童 4 人、園児 5 人と

先生の目が行き届く環境にあり、小保連携が密接に行われています。また、住民

が子供に対して温かい支援・協力をしてくれています。 

④ 住民同士の相互扶助等のつながり濃さ 住民が減少していますが、住民間の相互

扶助など助け合いなどが色濃く残っています。 

 

 

 

 



 

○ 東大生へのメッセージ 

(1) 地域創生のために必要なもの 

何かを変えていくためには、「よそ者」「若者」「ばか者」が必要と言われます。今回

のプログラムでも同様で、地域創生に取り組んでいくためには、現状とは違った取

り組みが必要になります。 

そのため、学生の皆さんは、 

・よそ者として、東京の大学に通う地域の人とは別の視点で 

・若者として、学生としての新鮮な目で 

・ばか者として、常識にとらわれずに 

地域の調査を行っていただきたいと考えています。 

 

(2) 学生の皆さんへの期待 

学生の皆さんには、それぞれの地域が、自ら考え、行動し、変革を起こしていくた

めの起爆剤となるような提案、今までにないような切り方での提案など、斬新な、

しかし、地に足の付いた提案をしていだきたいと思います。 

 

最後に、今回の調査地区は、山梨県の中でもなかなか訪れる機会がない地域ですの

で、その場所での活動を通して、東京では得がたい経験をしていただきたいと考え

ています。 



長野県
フィールドスタディ型政策協働プログラム

平成30年4月18日・19日



長野県ってどんなところ？



長野県キャッチフレーズ

「しあわせ信州」

信州にあるたくさんの「しあわせ」を感じ、多くの方に
信州を好きになって欲しい。

信州が好きな多くの方と「しあわせ」を分かち合いたい。

長野県PRキャラクター「アルクマ」



※長野県総合５か年計画2018より抜粋

長野県の目指す方向 長野県の目指す方向と
東大FSが目指す方向と似ています！



長野県の取り組み課題（まちづくり分野）

●危険で狭隘な踏切の解消（街路事業）
◆危険な踏切の立体交差化・踏切拡幅を推進

●空き家対策（空き家連絡協議会設置等の取組）

●次世代のまちづくりの担い手育成の取組
◆次の世代をつくる子供たちへの学習機会を創出

①担い手育成（善光寺地区まちあるき） ②環境学習（烏川渓谷緑地）

◆市町村・関係団体と協働して空き家対策を推進

・空き家対策市町村連絡会

・空き家対策支援協議会（専門家参画）

・空き家セミナー

利用可能な空き家は積極的に活用！

①まちづくり担い手育成

善光寺地区まちあるき

②環境学習

烏川渓谷緑地での学習会

信州の魅力を知ってもらう！

空き家対策セミナーの様子 あんしん空き家流通促進事業

（松本市（都）出川～双葉）

・踏切待ち時間を解消

最大３３分/時間→０分に！

・踏切周辺事故を解消

４４件／（４年間）→０件に！

【まちづくりのキーマンを育成】

【信州まちなかリノベーション推進事業（H28年度～）】

善光寺門前周辺では、民間主導でリノベーション手法による空き家等の
再生が行われ、まちの新たな賑わいを創出しています。

民間主導の好事例 ～善光寺門前周辺の再生～

この動きを県内各地に拡大させる！

善光寺門前のような動きを県内各地に波及、活性化させるため、全国で活躍
する講師を招いた講演会、県内実践者によるセミナー、空き家見学のまち歩
き等を実施し、地域の「キーマン」となる人材の育成していきます。

キックオフ講演会 まち歩き（辰野町） セミナー（松本市）

県ではこんなことをやっています！



今回のミッションは？



政策協働プログラム

フィールド：長野県千曲市（千曲川河川エリア）
H30東大FSフィールド
（千曲川河川エリア）

H29東大FSフィールド
（戸倉上山田温泉）

東京から鉄道で1.5H、バスでも4.0H
でアクセスできる“ちょうどいい自然”を
感じられる地域です！

今は荒れた河川内の敷地…
ここが今回のフィールド！可能性は無限大です！



政策協働プログラム

課題：魅力的な資源が千曲川を挟んで分断・点在し、活かしきれていない

姨捨の棚田

戸倉上山田温泉

稲荷山伝統的建造物保存地区 ブレイブウィリアーズ

森将軍塚古墳

あんずの里

この中にH29東大FS
メンバーがいます！！

【課題】

日本の棚田100選にも選ばれている

「姨捨の棚田」やH29東大FSが奔走した

「戸倉上山田温泉」、新体育館の完成を

控える「ブレイブウォリアーズ」などな

ど、千曲市には魅力的な資源がいくつも

ありますが、市の中央を流れる千曲川に

よってそれらは分断・点在している状況

です。

千曲市としては、これらの魅力を市民

や市外の方々にもっと知って欲しいと考

えています。

そこで、今回のミッション！



政策協働プログラム

ミッション：点を線に！線を面に！ ～資源を活かす場づくりを考える～
千曲市に点在する資源をつなぎ、市民や観光客が憩う場を一緒に考えましょう！みなさんのアイデアが形になる可能性も！！

地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、
関係機関の連携の下、「河川空間」と「まち空間」が融合し
た良好な空間形成を目指す取組です。
http://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/

千曲市では、課題解決のため、千曲川河川エリアを活用できないか？と検討を始めました。
河川の活用については、国も「かわまちづくり」という取組みの中で積極的に進めており、みなさんのアイデアや
市民の声を参考に、具体的な整備につなげていきたいと考えています！

【かわまちづくり支援制度】

【みなさんにやって欲しいこと】

対象地である千曲川河川エリアは、交流施設を備えた
温泉 “湯のさとちくま白鳥園” と “運動施設” を結ぶエ
リアとして、整備していくことが検討されています。

ここを単なる公園とせず、市民が日常的に憩える場と
しつつ、市内に点在する資源を結び、活用できるような
場にできるようなアイデアを一緒に考えて欲しいと思い
ます。

具体的に整備することを検討しているため、良いアイ
デアは形になる可能性があります！しかし、逆を言えば
ありきたりなアイデアは形になりません。まだ白紙の状
態なのでやりがいは十分あると思います！
是非、足跡（爪痕？）を残すくらい奔走してください！

６月～

　【事前調査】

　　・WEB等を使った資料調査

　　・現地調査に向けた作戦会議

　　　※場合によっては東京近郊の先進地視察

８月～

　【現地調査】　8/中～9/上（２週間程度）

　　・行政や地域の方々の意見を収集

　　（中高生との意見交換会も実施予定）

　　・みなさんの外部の視点と内部の視点を融合

　　・資源を活かす場づくりを考える

９月～

　【分析・整理】

　　「コミュニティ」「まちづくり」「公共空間」などを

　　専門とする先生方の協力を得ながら、提案

　　をブラッシュアップ

２月～
　【成果発表】

　　地域の方々へアイデアを提案！



政策協働プログラム

受け入れ体制について

滞在期間は８月末～９月上旬の２週間程度を予定しています。
H29東大FSメンバーから「毎日温泉に入っていたおかげで疲れもなく奔走できました！」と感想をもらったので
H30もフィールドに隣接する戸倉上山田温泉での滞在を予定しています。疲れを気にせず奔走してください！
なお、周辺にはコンビニやコインランドリー等もあるので生活に不便はないと思います。

※ただし、温泉目的での参加はNGです。お互い本気でやり遂げましょう！

○現地滞在環境

【東京⇔現地】
・北陸新幹線（東京→上田）→しなの鉄道（上田→戸倉） 約1.5H（時間重視）
・千曲バス（池袋→上田） →しなの鉄道（上田→戸倉） 約4.0H（価格重視）

【現地】
・中長距離 路線バス等（状況に応じて県や市の公用車でも対応します）
・近距離 レンタル自転車を確保予定

○現地移動環境

対象エリアの活用を考える上で、地元の中高生の意見も大切だと思います。
したがって、地元中高生との意見交換会を実施します。
長野県は大学生が少ないので、高校生たちは大学生との交流を楽しみに
しています！意見をもらう代わりに、みなさんの経験などアドバイスを
してもらえると嬉しいです！（写真はH29の様子）

○地元交流



今回のミッションは、千曲川を活用した「まちづくり」！ですが・・・

まず、みなさんにお願いしたいことは、

まちを、見て、感じて、触れて、千曲市を好きになってもらうことです。

温泉に浸かり、おいしい料理を堪能し、楽しく過ごしましょう！！

そして、ミッション達成のため、いっぱい地域を奔走してください。

みなさんへのメッセージ

☆アピールポイント

・ほどよい自然と素敵な温泉があります！

・地元中高生との交流会もやります！

・みなさんが関わる余地がたくさんあります！
・長野県内の観光地を案内しちゃいます！

先進地視察（山ノ内湯田中温泉） 休日観光（戸隠山登山）



フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション

2018年4月18日・19日

熊野古道伊勢路 馬越峠



離島における空き店舗活用等による
賑わいの創出

プログラム①



離島における空き店舗活用等による賑わいの創出

【フィールド】

志摩市 渡鹿野島（わたかのじま）

 伊勢志摩国立公園内のリアス海岸（的矢湾）に浮かぶ有人離島

本土までは渡船で５分

 江戸時代から風待ちの港として栄えた

 人口：２１９人（Ｈ２７国勢調査）・・・１５年間で５３％の減少

 高齢化率：５３．７％

 温泉や美しい景観、新鮮な魚介類、伝統的な祭りなどの観光資源を

生かした観光業が主な産業

 島への観光入込客数：約６７，０００人（Ｈ２８）

志摩市 ハート形の渡鹿野島

【現状と課題】

 ネットで検索すると・・・ → イメージを払拭したい

 観光団体や自治会、警察等と共同でまちづくりの会議を毎年開催→家族連れのお客さん増

 平成24年度～26年度にかけて、四日市大学の学生とともにまちおこしの取組

→「ハート形の島」としてのＰＲ（ホームページの作成）、ペアによるウォークラリーの継続

 ホテル、旅館で過ごす客が多く、島内を歩くことが少ないため、空き店舗が増えている
 人口減少も相まって、島の活力が低下している

それでも・・・

渡鹿野島

ウォークラリーの様子



離島における空き店舗活用等による賑わいの創出

【具体的なプログラム】

【東大生に期待したいこと】

渡鹿野島の資源を生かして賑わいを取り戻したい！

 離島という地理的に厳しい地区ではあるが、だからこそ「離島ならでは」の取組が可能ではないか

 伊勢志摩サミットが開催された志摩市→知名度の向上をもっと活用できないか

 観光客に島内を歩いてもらうには、どんな仕掛けが必要？

 観光客だけではなく島民も豊かになる空き店舗の活用とは？

 これまでの取組をさらにステップアップさせていくには何が必要か など

島民との対話や交流を通じて、都市部に住む若者の視点で、空き店舗や島にある資源を生かした

「しまおこし」の方策を検討してください！！

海に囲まれた小さな離島で、東京では決して
できない経験をしてみませんか？

温泉に入って、おいしい海の幸を食べながら、
島民の方々と交流するという貴重な体験がで
きるチャンスです！
みなさんの参加をお待ちしています！！

渡鹿野島に住むアイドル
わたるくん＆かのんちゃん

＜活動期間：３週間程度（応相談）＞



古民家シェアオフィス「土井見世邸」
ブランディングプロジェクト

プログラム②



古民家シェアオフィス「土井見世邸」ブランディングプロジェクト

【フィールド】

尾鷲市朝日町 「土井見世邸」（どいみせてい）

 尾鷲有数の山林経営家土井家の住宅で、主屋は昭和6年に建築さ

れた和風モダニズムの建物

 平成27年8月、主屋を含む建造物9件が国の登録有形文化財に登録

 旧熊野街道沿いの広大な敷地に建ち並ぶ主屋や蔵の数々は、当時

の風情あるたたずまいを今に残す貴重な建物群

 9代目当主の土井治氏は、東京帝国大学出身の英文学者

 歴史的・文化的価値の高さから後代への保存と継承が求められてお

り、長らくその活用方法が議論されてきた 尾鷲市 登録有形文化財「土井見世邸」

【現状と課題】

 所有者と地元ＮＰＯが連携し、コワーキング＆シェアオフィスとして活用する方向で検討

 市内外の企業によるサテライトオフィス、ノマドワーカー、大学研究者や学生の利用を想定

 単なるシェアオフィスではなく、文化的な展示・発表の場やカフェ、学生や研究者が集う学

びの場など、新しい人材とネットワークが創発するプラットフォームの役割を期待

 市政功労者としても表彰された土井治氏の業績があまり知られていない

 古民家シェアオフィス「土井見世邸」の中長期的なビジョンの策定、ブランディングの構築が重要
 尾鷲が生んだ東京帝大出身の英文学者、土井治とは？ → 「土井治再評価プロジェクト」

「土井見世邸」主屋一階



古民家シェアオフィス「土井見世邸」ブランディングプロジェクト

【具体的なプログラム】

【東大生に期待したいこと】

地方創生のプラットフォームとなる古民家シェアオフィスとは

 多様な主体が有機的に混ざり合う場とすることで、地域課題の解決や地方創生に向けたイノベーションが起こ

るプラットフォームの役割をもつ古民家シェアオフィスとは？

 尾鷲を拠点として継続的に活動してもらうユーザーの発掘をどうするか

 関係人口の増加や将来的な移住につなげるためには？

 東大のアーカイブやネットワークを活用した土井治氏の顕彰ができないか など

移住定住を担当する地域おこし協力隊や住民等とともに、「土井見世邸」活用ビジョンの提案やブ

ランディング、潜在的なユーザーの提案、「土井治再評価プロジェクト」の企画立案など自由で幅広

い活動を期待しています！！

土井治氏の80年後の後輩として、大先輩

の邸宅を活用した古民家シェアオフィスの
スタートに携わってみませんか？

尾鷲は東大生の力を必要としています！
（昨年度も来てもらいました！）
みなさんの参加をお待ちしています！！

移住定住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）

＜活動期間：３週間程度（応相談）＞



平成３０年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県 

長浜市高時地区と米原市 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



① 滋賀県長浜市高時地区 

『地域資源を活かして、将来性のある元気な地域づくりを提案してください！』 

 

＜場所＞ 

滋賀県北部の長浜市にある、高時川上流の５つの字が高時地区です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題＞ 

人口の減少に伴い、少子高齢化が進んでいます。 

少子高齢化が進むことで、たとえば次のような問題が起きています。 

・独居老人が増える → 医療・福祉の問題 

・空き家、空き地が増える → 防犯・防災の問題 

・地域の行事（祭事、奉仕作業）が出来なくなる → 文化資本継承の問題 

・農業の後継者不足、休耕地が増える → 景観・土地資源継承の問題 

・高齢で草刈り､雪どけ､買物､病院通いが出来ない → 生活の質の低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜地域資源＞ 

高時地区には、日本の原風景が残っています。地域資源としては、次のようなものが

あります。 

※このほかにもあるかもしれません。現地でみつけてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜皆さんに期待すること＞ 

  

 

 

 

 皆さんには、「若者が定住し、I・U ターンを迎えられる、将来性のある元気な地域

づくり」を目指した、高時
．．

地区
．．

の地域資源を活かした
．．．．．．．．．．

事業の提案を期待します。 

 この高時地区は日本の原風景が残り、自然や文化的資源に大変恵まれた地域です。

急速に変化する現代、変わっていくものと変わらないもの。ぜひこの地を訪れて、地

域の人も気付いていない変わっていないもの、大切に残したいものをみつけ、提示し、

生かしてください。 

  

森林・林業 

農業 観光 

・製材所 

・大工作業場 

・歴史文化・仏教史跡 

（国指定重要文化財など） 

・紅葉・里山 

・登山・キャンプ 

・おいしいお米 

・高地特産物 

（ナツハゼ・バイノミ等） 

 

 若者が定住し、I・U ターンを迎えられる、将来性のある 

元気な地域づくりについて、提案してください。 



② 滋賀県米原市 

地域公共交通における福祉部局との連携プロジェクト 

 ～交通弱者への切れ目ない移動手段の提供～ 

 

＜背景＞ 

１ まち・ひと・しごと米原創生総合戦略では、『駅を核として、地域と地域を結ぶステキ

なまちを創る』を基本目標の一つとして掲げている。実現していくためには、駅や小さ

な拠点と地域間等が地域公共交通で結ばれ、安心・安全かつ便利で快適に移動できる環

境が必要。 

※市民意識調査においては、地域公共交通に対する不満度が近年上昇傾向。 

 

 

２ 全国的に高齢運転者による重大な交通死亡事故が相次ぐなど、今後高齢化が進む中、

自動車の運転に不安を感じる高齢者が、自家用車に依存しなくても生活の質を維持して

いくことが課題。 

※高齢者の地域公共交通の利用は少なくマイカーまたは家族送迎に依存。 

※家族送迎は家族にも負担がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高齢者の移動に関して公共交通施策と福祉施策の連携の強化。 

 ※介護保険制度・地域支え合いによる外出支援・福祉有償運送と地域公共交通の連携の

いっそうの強化が必要であり、特に介護保険対象者の近辺の移動実態は不明。（施策間

のスキマにいる高齢者等がいるのでは。） 

 

＜現在の取組＞ 

・乗合タクシーを利用した外出支援 

 →公共交通施策である乗合タクシーに要支援者等が乗車できるようにする取組 

・道路運送法の許認可が不要な地域支え合いによる外出支援の取組の育成 

 →公共交通施策ではカバーできない高齢者等の移動支援を地域がボランティアで提供す

る取組 

 

＜目標＞ 

・交通弱者への切れ目ない移動手段の提供 

・質の高い移動手段の米原モデルの構築 

 →地域公共交通と地域支え合い外出支援を多重的に提供し、交通弱者の移動を充実する

ことにより、すべての市民が、安心・安全かつ便利で快適に移動できる環境を構築し、

人口減少の克服に寄与する。 

 

＜皆さんと一緒に取り組むプログラム＞ 

人口減少および高齢化が進むなかで、地域公共交通を維持するには？安心安全かつ便利に

移動できる環境とは？ 

 

＜現地活動＞ 人数：2名程度 現地活動期間：2週間程度 

・地域公共交通の利用者、乗合タクシー事業者、地域支え合い外出支援の提供者のヒアリ

ング 

・地域支え合い外出支援の課題把握と要介護状態を含めた交通弱者への切れ目のない移動

手段の提供に関する考察 



→地域公共交通利用者の属性と満足度、地域支え合い外出支援の利用者の属性と満足度、

乗合タクシー事業者の実態把握、地域支え合い外出支援の提供者の実態把握を通して、

課題を把握する。 

→地域公共交通を維持し、（維持するために、市民の理解を得るような効果を定量的に把握

するか、）安心安全かつ便利に利用できる移動環境とは何かを考察する。 

→交通弱者への切れ目ない移動手段の提供を考察し、質の高い移動手段の米原モデルを構

築する。 

 

＜スケジュール＞ 

現地調査までに 

・米原市の地域公共交通の把握 

・米原市の福祉施策（移動に関すること）の把握 

・ヒアリング内容の設計 

・地域公共交通担当者との意見交換 

・福祉部局担当者との意見交換 

現地調査 

 ・乗合タクシー事業者のヒアリング（0.5 日） 

 ・地域支え合い外出支援提供者のヒアリング（0.5 日） 

 ・乗合タクシー利用者のヒアリング（1.0 日） 

・地域支え合い外出支援利用者のヒアリング（1.0 日） 

・地域公共交通担当者との意見交換 

・福祉部局担当者との意見交換 

現地調査以後 

・考察 

・地域公共交通担当者との意見交換 

・福祉部局担当者との意見交換 

・11月頃に次年度予算の仕込み 

 



奈良県
フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション
２０１８年４月１８日・１９日



人口減少社会における奈良県の地方創生の考え方

「脱ベッドタウン」へ

・高齢化への対応。健やかに暮らせる奈良に
・女性が光り輝く奈良に
・南部・東部地域の振興

・若者と女性に仕事の場を

・奈良の観光を通り過ぎ型から滞在型へ

「交流・定住の促進により、南部地域・東部地域を
頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域にする」

住んで良し 働いて良し

訪れて良し



下流域：国道沿いの集落

上流域：傾斜地に点在する集落

吉野川の源流域に位置する 川上村

・県南東部に位置
・南北に国道１６９号線
・面積 ２６９．２６㎢
（９５％が山林）

・人口 １，３１３人
（高齢化率 ５８．７％）

・２６集落の多数が
支流沿いに点在



コンセプト

★新たな雇用の場と村民の役割づくり、活躍の場をつくる

★村民が村民の日々の暮らしを支える共助の仕組みをつくる

★民間の活力とノウハウを活かし、事業継続と健全経営を図る

一般社団法人「かわかみらいふ」を設立し、
村民のスタッフが、

・移動スーパーや食品・日用品の宅配

・高齢者の声かけや見守り

・コミュニティカフェ

・体操教室や巡回診療

日々の暮らしの維持と
相互の支えあい

東部地区暮らしがつづく集落づくりプロジェクト

２９年度からは、常駐する保健師が地域へ出

向き、健康チェック・予防相談等を行う
「コミュニティナース」事業、さらに村唯一
のガソリンスタンドを継業し、生活利便と高齢
者の見守りなどの集落の点検機能の充実を図っ
ている。

今後の集落の基本単位（概念）
～二つの集落ネットワーク圏を想定～

 

役場

農協

図書館

歯科診療所

井光

枌尾

瀬戸

中奥

神之谷柏木

上多古

上谷 大迫

伯母谷 入之波

北和田

郵便局

白川渡

東部地区

小学校

診療所

郵便局

郵便局

0

中学校

下多古

武木

小さな拠点
（一社かわかみらいふ）

西部地区

東部地区と集落の位置

集落が吉野川(R169)から奥地に点在し
地理的にも条件不利



・人口：１９５５年をピークに、その後一貫して減少
８，１３２人（１９５５年）

→１，３１３人（２０１５年）
・高齢化率：５８．７％
・村の東部地区には、小規模でコミュニティ維持
が困難な集落が多い。

・村東部地区に暮らしを支える拠点（一般社団法人かわか
みらいふ）を設置

・移動スーパー・宅配事業による買い物利便確保
・巡回診療やコミュニティナースの活動
・公営ガソリンスタンド事業

○受入人数：２～３名 ○現地活動期間：２週間程度
○活動内容：
・村民主体の「かわかみらいふ」を設立し事業を展開しているが、この取組みの地域への貢献度、
または費用対効果の検証

・村内で活動する地域おこし協力隊員との交流等を通じて、地域での生活維持に寄与するプロジェ
クトの企画・立案

・地域の住民への聴き取りやアンケート調査
・住民サービスに関する各地の事例収集
・ＩＣＴなど先進技術の活用検討 などを想定

過疎地域における高齢者への住民サービス提供の実態とあり方を探る
（受入地域：奈良県川上村）

暮らし続けられる村づくり

現状と課題 村が始めた取り組み

目 標

今回予定している活動内容



東大生の皆さん、住み続けられる地域づくりへの
提案をお待ちしています。是非、参加してください。



鳥取県
フィールドスタディ型政策協働プログラム



鳥取県はアイデアで勝負！ 「スモール イズ パワフル」

全国人口最少、街の明か
りも少ないという点を逆
手にとり、2017年から

「星取県」と銘打っ
て、情報発信・観光誘客
を展開

県内のどの市町村からも「天の川」が
見え、環境省の全国星空継続観察で
何度も星空日本一に！

ポケストップが100以上集中、安全にポケモンＧＯ
を楽しめる砂丘で、ゲーム配信３日後にいち早く
「鳥取砂丘スナホ・ゲーム解放区」宣言

多くのメディアで紹介され全国で話題に

鳥取砂丘にめずらしいポケモンが登場する公認イベント

2017.11月に「Pokemon GO Safari Zone in 鳥取砂丘」を開催

３日間で約９万人が鳥取砂丘に来場
（2016.11月の砂丘への１日あたり最高入場者数約4,800人）

＜県観光戦略課・星取県サイト：http://www.pref.tottori.lg.jp/265953.htm＞ ＜鳥取県ポケモンGOポータルサイト：http://www.pref.tottori.lg.jp/tottorigo/＞



平井知事「スタバはないけどスナバはある」
全国で最後のスタバ進出に合わせ、鳥取砂丘と地元の
珈琲文化をＰＲ「勝手にスナバキャンペーン」を実施

すなば珈琲
知事のスナバ発言を受けて鳥取駅前に誕生！

スターバックスの全店舗中、開店初日の売上が過去
最高！（開店前に出来た1000人の行列も話題に）

鳥取県はアイデアで勝負！ 「スモール イズ パワフル」

○鳥取県のカニの５つの日本一

蟹取県へウェルカニ!!

「カニはいるけれど金はない」、2014年に「蟹取県」
と改名宣言し、鳥取のカニ知名度UPで、冬の旅館に大
勢の客が来るように！

①水揚げ量 ④新鮮活がに出荷
②消費量 ⑤カニにかける想い
③カニの牧場面積

＜ウェルカニキャンペーンサイト：https://www.kanitoriken.jp/＞



■都道府県幸福度ランキング 総合 第8位（日本総合研究所調べ2016）
生活／地域部門 １位・教育／社会部門 ２位・仕事／雇用部門 ４位・移住幸福度（シニア世帯）１位

※日本総合研究所が編者となり、地域の幸福に関して可能な限り主観的な要因を除外し、国勢調査などの統計データをもとに
客観的に分析・ランキングされたもの

■子育てがしやすい環境 第１位（地域ブランド調査２０１７：株式会社ブランド総合研究所）

■通学・通勤に要する時間 第３位

■余暇時間 第５位

■住みたい田舎ベストランキング（田舎暮らしの本：宝島社）
鳥取県内市町が２年連続で１位を獲得！

岩美町 2016年版総合１位、2017年版 総合10位
鳥取市 2017年版 総合１位、2018年版 総合 ４位

■住みよさランキング2017（東洋経済新報社）

安心度 鳥取県倉吉市 １位 ４年連続

(社会生活基本調査2011：総務省)

【特徴的な指標】

鳥取県は暮らしやすさ全国トップクラス



（１）移住定住８千人の実現 ～2015～2019年度までの5年間でIJUターン8,000人を目指す～

鳥取県湯梨浜町では、
2016年12月に「まちづくり
会」を設立し、取組を推進。
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鳥取県の人口は１９８８年をピークに人口減少傾向が続いており、高齢化も進み生産年齢人口も減少するなど、
２００７年には総人口が６０万人下回っている。

東京圏に集中している人の流れを変えるとともに、子どもが増え「人口減少に歯止めをかける」対策と「人口減
でも持続的で活力ある地域をつくる」対策の両方を推進していく。

⇒ 生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）の推進
[目標]・アクティブ・シニアから晩年のシニアまで、充実した生活と

安心して暮らせる町をつくる。（健康寿命＋地域への貢献）

・地域が抱える課題の解決へとつながる人材の誘致

・現在お住まいの町民の方々も利益共有できる環境づくり。

○相談・情報発信体制の充実
（サポートセンター設置、相談員設置、

住宅バンクシステム運用）

○市町村の取組強化への支援
（空き家改修、お試し住宅設置等の支援、
受入れ体制づくり）

→移住者目線での支援拡充

取組成果

○2009～2014の6年間の移住者数
4,344人 ⇒ 全国１位

○2015～2016までの移住者数
3,974人
（2017上期 933人，過去最高）

鳥取県の課題と取組

移住者数推移主な取組

＜とっとり移住定住ポータルサイト：https://furusato2.tori-info.co.jp/iju/＞



（２）少子化対策の強化 ～子育て環境日本一を目指す～

！

全国に先駆けた多様な取組

○中山間地域市町村の保育料軽減(2014～)
→中山間地域へ子育て世代の呼び込み

○保育料無償化

→第3子以降無償化（2015～）

第１子と同時在園の第２子無償化（所得制限あり）（2016～）

○在宅育児への支援（2017～）

→現金給付、現物給付、保育サービス料軽減

○こどもの医療費助成の対象者を拡充

→対象を中学生まで（2011～）から高校生まで拡充（2016～）

○自然を活用した特徴的な保育「森のようちえん」

取組成果

○合計特殊出生率の回復

2008年：１．４３（全国１７位）
→ 2016年：１．６０ （全国１１位）

○４年ぶり出生数の増！

2014年：４,５２７人

→ 2015年：４,６２４人（プラス９７人）

良好な子育て環境

小児科専門医数
132.0人（対10万人）
第１位（※1）

待機児童数
０人（年度当初）
第１位（※1）

産科・婦人科専門医
57.1人（対10万人）
第１位（※1）

女性就業率
50.9％

第５位（※2）

※1 厚生労働省
※2 総務省「国勢調査」

全
国
で
唯
一

鳥取県の課題と取組

＜鳥取県子育て王国推進局サイト： http://www.pref.tottori.lg.jp/kosodate/＞



東大生と共に取り組む政策プログラム①
（生涯活躍のまちづくりへの提案と多世代を呼び込むための地域の魅力の情報発信）

【活動地域】 鳥取県湯梨浜町

【目 標】 生涯活躍のまちづくりの提案とアクティブシニアを含む多世代を呼び込むための

地域の魅力の情報発信

【活動内容】

○若い世代の視点による湯梨浜の地域資源の点検、地元住民、

移住検討者のニーズ把握・分析

○大都市の移住希望者への情報発信の検討・効果の測定、移住

に結びつけるための企画支援

○移住に結びつけるための具体的な働き方、仕事の組み合わせ方提案

○生涯学習を軸とした、個々が生涯活躍できる交流メニューづくり

○町内に設置される各拠点を結びつける交通ネットワークなどの仕組み

や各拠点の活用方法の提案

○松崎駅前拠点施設の黒字化に向けた事業企画提案 など

【滞在期間の想定】 ２週間～１ヶ月（応相談）

【参 考】 湯梨浜町のCCRC
http://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1039980/moderupuran_yurihama.pdf



【活動地域】 鳥取県湯梨浜町

【目 標】 湯梨浜町の魅力を効果的に伝え交流人口・入込客を増やすための提案

【活動内容】

○新たな地域資源の発見や、湯梨浜町の地域資源を活かした新たな着地型観光商品の提案

○湯梨浜町にある地域資源の魅力を伝える効果的なPR方法の提案 など

地域資源 ： 湯梨浜が発祥のスポーツグラウンド・ゴルフ、

日本初の公認コースとして認められたノルディックウォーク、

東洋一の梨選果場見学、東郷湖・日本海を望む山陰随一の梅渓散策

滝床料理、倭文神社等

【滞在期間の想定】 ２週間～１か月（応相談）

【参 考】 町観光協会

http://www.yurihama-kankou.jp/
本町のグラウンド・ゴルフの取組み

http://www.yurihama.jp/soshiki/7/8207.html

東大生と共に取り組む政策プログラム②
（湯梨浜町の魅力を最大限に伝え、交流人口・入込客を増やす仕組みづくり）



Googleマップを加工

湯梨浜町をモデルとした生涯活躍のまちのイメージ

マリンスポーツ
海水浴

松崎地区
町営住宅

旧ミドーレイク
ホテル跡地

住環境
・高齢者住宅の整備

・町営住宅建替えによる多世代集
住地域 など

まちの保健室出張所

コミュニティ拠点
※東郷地区、羽合地区など複数候補地ノルディックウォーキング

はわい温泉

泊エリア

羽合エリア

東郷エリア

仕事情報、活動情報
の提供機能

各エリアを
ネットワーク化

湯梨浜町役場

中央公民館羽合分館

湯梨浜町役場
泊支所

中央公民館
泊分館

町立中央公民館

湯梨浜町役場
東郷支所

藤井政雄記念病院
倉吉病院 等

継続的なケアの提供 アクティブシニアの大学
の利用・指導と交流

鳥取短期大学
鳥取看護大学 ル・サンテリオン東郷

ガーデンハウス野花

グラウンドゴルフ

ハワイ信生苑
グループホーム信生ゆりはまの里
はわいグループホームあずま園
シニアコートゆりはま
アロハデイサービスセンターあずま等

・アクティブ・シニアから晩年のシニアまで、充実した生活と安心して暮らせる町をつくる。（健康寿命＋地域への貢献）

・地域が抱える課題の解決へとつながる人材の誘致

・現在お住まいの町民の方々も利益共有できる環境づくり。

東郷温泉

和菓子屋、語学教室、
婚活機能等シニアの活躍の場

松崎駅前
拠点施設



東大生への知事からのメッセージ
• 小さくても勝てる。人口最少県だからこそ、鳥取県にできる事がある

はず。そんな信念で改革をリードします。

• 中山間地の保育料無料化や都市部も含めた第３子無料化に加え、
昨年度から在宅での保育にも７割の自治体が支援金を導入するな
ど、少子化対策に切り込み、出生率は１．６０に急成長。２８年度は
人口最少県ながら移住者２千人を越え、全国トップクラスを記録して
います。

• 全国で初めて手話言語条例を制定した波は全国各地へ広がり、県
内に就職する学生には奨学金返還免除制度を全国に先駆けて導入
しました。

• ぜひ鳥取でとびっきりの挑戦をして下さい。



平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題

「過疎最先端の島根」と“ご縁”を結びませんか

昭和３０年（1955年）９２．９万人あった県人口が
平成２７年（2015年）に６９．４万人に
この間に人口の約１／４が減少

平成4年には死亡者数が出生者数を上回る「自然減」の状況
平成7年国勢調査において、老年人口と年少人口の割合が逆転

“過疎最先端の島根” は早くから定住や地域づくりに取組んできました

○合計特殊出生数１．７５で全国２位（H28）

○平成27年と平成22年の国勢調査結果の
比較で20代から40代の人口が島根県は
1.5%の増加。
平成7年から5年ごとの国勢調査の結果
比較でも、僅かであるが連続でプラス
となっている。特に離島中山間地域で増加

“過疎最先端の島根”の中でも“先進の取組市町” である
『雲南市』と『邑南町』を、自信を持ってご提案します

雲南市
邑南町

明
る
い
話
題



うんなんし

島根県 雲南市

雲南市は“チャレンジの連鎖”により持続可
能なまちづくりに挑戦しています

(平成27年国勢調査)

○ 人口 ３９,０９２人 ○ 高齢化率 ３６．５％
（平成22年：41,917人） （平成22年：32.9%）

中学生・高校生のチャレンジ

地域に飛び出し、多様性を学ぶ

地域の未来をつくる若者チャレンジ

ひろがる“志ある若者“のネットワーク

意欲ある大学生のチャレンジ

地域の現場で、社会で役立つ力をつける

見えてきた成果

地域課題解決に対してアクション
したことのある高校３年生の割合

平成27年
50%

平成28年
68%

地域課題解決へチャレンジしよう
とした若者の人数

平成27年
１８名

平成28年
２０名

U.C.C事業参加をきっかけに市内活
動に複数回参画した大学生の割合

平成27年
２６％

平成28年
４５％

平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題

「雲南コミュニティキャンパス（U.C.C）プロジェクト」への参画
～地方創生最先端で地域の未来を切り開く現場にチャレンジしてみませんか？～



平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題

「雲南コミュニティキャンパス（U.C.C）プロジェクト」への参画
～地方創生最先端で地域の未来を切り開く現場にチャレンジしてみませんか？～

活動地域 ＝ 雲南市全域

ミッション：大学生のインターンシップをコーディネートせよ！！

大
学
生
向
け

イ
ベ
ン
ト
実
施年間のスケジュール：

6月 ｜7月 8月 9月 ｜10月 11月 ｜12月 1月 2月 ｜3月

6/9‐10
事前合宿

インターンシップ参加者に対しての
伴走・メンタリング等の活動支援

中高生・大学生対象
実践型プログラム支援

雲南市の地方創生における大学生人材育成事業「雲南コミュニティキャ
ンパス（U.C.C）プロジェクト」事務局の“右腕”として、市内NPO等と連携を
図りながら全国の大学生が雲南市でチャレンジするためのコーディネート
を行って頂きます。

【業務内容】
・地域運営組織、地域企業、大学機関との調整
・大学生の学びを最大化するためのワークショップの
企画・実施
・インターンシップ中の大学生への伴走支援・メンタリング
・大学生を呼び込むための広報、情報発信

【求める成果】
・U.C.C事業の推進・改善に向け、事業分析と報告書の作成

次年度企画作成

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

す
る
大
学
生
を
支
援

報告書
作成



平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題

『地区別戦略』の現場から、地域の持続可能性を探る
～住民主体で地域の未来を考え動く。地方創生の最先端へ～

しまねけん おおちぐん おおなんちょう

島根県 邑智郡 邑南町

○人口 １１,００５人

高齢化率 ４３％

(65歳以上)

(2017年12月31日現在 住民基本台帳)

○人口推移 １０年で

１３%(１,９０７人)減少

（国勢調査 2000年 13,866人、

2010年 11,959人）

年間のスケジュール：
6月 7月 ｜8月 9月 ｜10月 11月 12月 ｜1月 2月 ｜3月
事前調査 ｜現地調査 地域プレゼン｜クラウドファンディング実施｜結果分析(企画実施)｜報告会

学生に期待すること：
地域の“価値”を探り、カタチにする
地域の“価値”を『人材』『資金』に繋げる

結果として求めること：
クラウドファンディングの実施と結果の分析
持続可能な地域運営に必要な活動の提案

現場で必要とされていること：
「持続可能な地域運営体制の構築」
地域を担う『人材』『資金』の確保

過疎・高齢化に直面する地域に入り、
クラウドファンディングを活用して、

持続可能な地域運営に挑戦してください。



具体的な活動：
1.住民と交流し、地域の現状や想いを聞き取る
2.地域を持続するために必要なものについて、
企画提案する

3.地域の“価値”を活かした企画について、
クラウドファンディングを実施する
4.クラウドファンディングの結果を分析し、
日和地区の今後の地域運営に関する活動提案を行う

日和地区の魅力と強み：
・人口約400人の「顔と名前が分かるコミュニティ」
・保育所、小学校が廃校になり、人口減少に対する
危機感がある

・新しい地域のお祭り「騒祭（そうづきんさい）」が
開催され、地域総出の地域活性化に向けて動きだし
ている

・地域のこれからについて話し合う場がある
・何もないから何でもできる、
「やってみんさい」の精神がある

おおなん ひ わ

邑南町 日和地区

○人口 427人

世帯 180世帯

高齢化率 44.5％
（65歳以上割合）

(2017年12月31日現在住民基本台帳)

○人口推移

10年で14%(74人)減少
（国勢調査 2000年 503人、2010年 429人）

平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題

『地区別戦略』の現場から、地域の持続可能性を探る
～住民主体で地域の未来を考え動く。地方創生の最先端へ～

クラウドファンディングの内容について、
学生のアイディアを最大限に尊重します。



高知県・土佐町は、四国のちょうど真ん中

あたりに位置し、日本三大河川・吉野川の

源流流域にある美しい自然に囲まれた町です

。

人口は約4,000人。豊かな自然環境を活かした

農・畜・林業が盛んなほか、生活インフラや

子育て環境の充実にも積極的に取り組み、高

知県内でも移住者の多い地域です。

西日本一の貯水量を誇る早明浦ダム



土佐町で学びの文化をつむぐプログラムの企画提案

NPO法人SOMA（ソマ）のインターンシップとして、人口4000人の町で

、「だれでも、いつでも、なんでも」学べる学びの文化の醸成を目指す。

コーネル大学やスタンフォード大学出身者とともに、既存のシステムの外

側の教育プログラムや、町と大学が本質的に連携した持続可能かつ発展型

の学びのプログラムの企画立案と実施。

活動地域 高知県土佐町

活動内容

NPO法人SOMAのインターンシップとして、地域の人材育成事業
および「町の学舎 あこ」の運営などに携わり、SOMAのスタッフ
や地域住民等との対話を通じて地域特性の深い理解に基づいた学
びの機会の創造をSOMAと共に進め、東京大学が有する先端の専
門知を地域に効果的かつ持続的に還元する方策を検討・実施する
。

滞在期間
SOMAからの遠隔授業による事前学習→８月２０日～９月２０日
の4週間程度の研修→研修後、学びのプログラムの企画立案（
SOMA遠隔参加）→11月に土佐町にてプログラムの提案

目標 東京大学と土佐町をつなぐ学びのプログラムの企画提案

備考
受け入れは最大5名まで可能。
NPO法人SOMA Webサイト https://nposoma.org

https://nposoma.org


































































































椎葉村のテーマ：「これからの関係人口構築のあり方」

～秘境の村で日本の未来づくりを挑戦～

日本三大秘境と呼ばれる九州の山深い村

故に残されている貴重な資源
・圧倒的な大自然
・神楽をはじめ多くの伝統芸能
・世界農業遺産認定資源の焼畑
・「かて～り」と呼ばれる相互扶助の理念

これらに通じるのは「自然との共存」



自然の恵みに感謝し生きる術を培ってきた



大きな課題 とどまらない人口減少
人口ビジョン

年齢 2015年 2020年

0～9 210 157

10～19 147 118

20～29 110 100

30～39 233 211

40～49 260 230

50～59 425 306

60～69 473 453

70～79 425 369

80～89 425 395

90～ 95 120

総数 2803 2459

2018.2月の現住人口
（Ａ）

191

140

76

243

261

361

510

366

437

108

2693

2015→2020増減率での
2018目標値（Ｂ）

178

129

104

220

242

353

461

391

407

110

2595

Ａ／Ｂ

107.30

108.53

73.08

110.45

107.85

102.27

110.63

93.61

107.37

98.18

103.82

移住政策などを行ってきたが・・・



人口減少による
問題点

・地域の伝統文化が継承できない
・集落の維持管理（道路の除草など）
・貴重な知恵や技が失われて行く
・自治組織運営が困難
・買い物弱者の増加 など

人口対策でＵ・Ｉターン政策の
取り組みをどこでも行っている

移住成果は容易に出ない。
しかし、時間的猶予はない

住まなくても地域に関わり持続可能な
地域づくりを行っていく関係をつくっていこう

地方が抱える問題には関心がある・
関わりたいと思う人はいる。
関係人口の創出が地域存続のカギ



・「関係人口」ってどういうカタチでつくっていく？
・椎葉

地域の課題と「ソトの人が関わりたいと思うコト」のマッチング
関わりやすい場の構築（現地までの移動、現地の滞在など）
受け入れ側の体制ルの構築の方法がいい？

・関わりたいと思わせるには？

テーマ１：交流拠点における「関係人口の創出」を考える
椎葉村中心地に交流拠点整備を行う計画であるが、その施設で
関係人口を生み出すために、どのような「仕掛け」が考えられるか

テーマ２：山間地域におけるこれからの教育環境について考える
椎葉村には高校がなく、中学卒業と同時に村外に転出してしまう。
また、椎葉村は広いため中学校も１校で6割ほどの生徒が寮生活である。
しかし、近年は通信インフラを活かした学習環境や自然を活かした
教育の事例も多く見られる。
将来、椎葉村の力になってくれる人材の育成教育は出来ないか

「実際に「課題解決に関わる」を体験しながら「関係人口」を考える

「関係人口」創出の課題

東大ＦＳで取り組んでもらいたい事



東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム 課題説明 

   宮崎県椎葉村 

 
テーマ：「これからの関係人口構築のあり方」 
     ～秘境の村で日本の未来づくりに挑戦～ 
 
概要 
日本全国で人口減少に伴う地方創生の取組みがなされており、特に
移住促進は重点施策です。 
しかし、条件不利地域においては移住成果が出ているのは多くはあ
りません。 
人口減少はとどまらず地域において様々な問題が生じており、その
対応は急務です。 
 
一方、現住とは違う地域と関わりを持ち活動するという人たちも見
られ「関係人口」というワードがよく聞かれるようになっています。 
 
地域の維持は待ったなしの状態で移住成果には時間がかかります。 
こうした事から、椎葉村と関わる人や場を増やし、地域活性化や課題
対応に取り組んで行く事が有効な手段だと考えています。 
 
このため、椎葉村においては「関係人口の創出」をテーマに活動を行
っていただきたいと考えています。 
しかし、「関係人口」といっても漠然としすぎていますので、具体的
に取り組む詳細テーマを設けています。 
条件が最も厳しい秘境の村でこれらに取り組みながら、日本におけ
る「地方が持続するための施策」モデルを見出す手がかりになればと
思っています。 
 
 
皆さんは椎葉村に行かれた事はないと思います。昨年度にこられた
学生のお二人もかなり衝撃を受けたようです。 
どんなところか、下記サイトをご覧いただくと少しはわかるかもし
れません。 
http://shiiba.jpn.org/ 
 
 
 
 
 
 
 

http://shiiba.jpn.org/


 
詳細テーマ１：交流拠点における「関係人口の創出」を考える 
  
椎葉村では、中心地付近に交流拠点施設を、2年後を目処に整備する
計画です。保育施設やコワーキングスペース、図書機能など多様な
人々が集う施設をイメージしていますが、そこでどんな繋がりを得
られ、どんな事を知り、面白い新たなモノが生み出されるかというワ
クワク感のある施設にしたいと思っています。 
そのために、どんな仕掛けがあると良いか全国の事例などを参考に、
考えてもらえればと思っています。 
施設が出来上がってから取組を始めるのではなく、有効なアイデ

アであれば、早くから着手し、施設利用開始となった時にはその動き
が加速することを目指したいと考えています。 
 
施設基本計画プロポーザル情報 
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp/promote/2017/12/post_114.php 
 
 
 
 
 
  
 
詳細テーマ２：山間地域におけるこれからの教育環境について考え
る 
 
 村内出身者も当然、関係人口の対象者です。もちろん椎葉村にＵタ
ーンしてもらう事が良いのですが、それぞれの夢や事情があるので
村外で暮らすという事も仕方ない事であると思います。 
 村外で暮らしていても、椎葉村の力になってくれる人材育成の教
育というのも関係人口の構築では必要な事であると考えています。 
 また、理想の教育環境を求め移住するという事例も聞かれます。 
 通信環境が整備された今では通信高校なども見られる一方、自然
の中で学ぶという教育事例も見受けられます。 
 椎葉村の環境の中で、「関係人口の創出」を意識した教育環境の構
築というものについて考えて戴きたいと思います。 
 

http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp/promote/2017/12/post_114.php


宮崎県綾町



世界中の９９．９％の人が知らない

ユネスコエコパーク

地球を救う



保全
学術研究
支援

ユネスコエコパークの３つの機能

生物多様性の保全

人間の干渉を含む生物地理学
区域を代表する生態系を含み、
生物多様性の保全上重要な地
域であること

学術的研究支援

持続可能な発展のための
調査や研究、教育・研修の
場を提供している

経済と社会の発展
自然環境の保全と調和した

持続可能な発展の国内外のモデル
となりうる取組みが行われているこ
と

利用



分野 内容 調査研究テーマ　※ 連携先

教育分野
地域活性化のための教育及び人材
育成

・綾町における幼児向け環境教育に関する研究 南九州大学　人間発達学部

・綾町果樹栽培における持続可能な循環型モデルの構築に関する
調査・研究

南九州大学　環境園芸学部

・綾町における果樹生産に関する調査・研究 南九州大学　環境園芸学部

健康・食品科学分野 地域資源を活用した新たな食品開発 ・綾の野生酵母および乳酸菌に関する調査
宮崎県食品開発センター（南九
大と共同）

歴史・文化分野 地域文化の保護・振興
・綾町の魅力を海外観光客にアピール：地域と連携した実践的英語
教育

宮崎大学　地域資源創成学部

・綾町周辺における森林林床植生のニホンジカによる食害について 宮崎大学　農学部

・綾照葉樹林におけるナラ枯れ発生初期の被害拡大の傾向 宮崎大学　農学部

・綾町の林業遺産登録に向けた現状把握 宮崎大学　農学部

・宮崎県綾町におけるニホンイシガメの生態学的研究 宮崎大学　教育文化学部

・綾町・猪八重渓谷の自然照葉樹林帯での哺乳類相（ヤマネ・モモ
ンガ）調査

九州保健福祉大学　薬学部（宮
大と共同）

・ブナ科常緑広葉樹コジイの種子生産パターンおよび種子食昆虫相
の地理的な違い

京都府立大学　生命環境学部

・カシ類に特異的な葉内生菌Tubakia属菌の多様性　（予定）
東京大学大学院　新領域創成科
学研究科

・綾ユネスコエコパークの農産物ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に向けた生態学的研究 宮崎大学　農学部

・窒素の需給バランスが地域社会の持続可能性に与える影響に関
する研究

宮崎大学　地域資源創成学部

領域をまたぐ調査・研究広域的な分野における調査・研究 ・ユネスコエコパークに関する町民意向に関する研究 宮崎大学　地域資源創成学部

景観・工学分野
ユネスコエコパークの特性を活かした
景観づくり

平成29年度　大学・研究機関と綾町との連携分野一覧

林学・生態学分野
綾の照葉樹林を中心とした自然環境
の保全

農業分野 自然生態系農業の振興



宮崎県
綾町

課題の設定
学術的研究の地域社会文化経済活性化への活用について

綾ユネスコエコパークセンター
が開設された

自前の研究機関や大きな予算は持
ち合わせていないが、
ユネスコエコパークに認定され、

大学、研究機関からの社会系、自
然系、様々な研究が展開されてい
る

個別の研究またはその成果を相互
に関連づけて相乗効果を出せないか

今後どのような研究が展開される可
能性を秘めているか、
全く異次元の研究もアリではないか

どのように活用することが、より効果
を発揮できるか

研究の成果をどのように地域活性化
に活用できるか



人口
７，２２４人→７，３４５人

１２１人増加

15歳以下人口比率
１５．７％

県内２６市町村中４位

２０１５国勢調査



世界を変える

ユネスコエコパーク
地球を救う

それはあなた次第です



鹿児島県

平成30年度フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション
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熊本県天草地域・鹿児島県北薩地域の概要

鹿児島市

熊本市

熊本県の概要

面積 7,409.44㎡ （国土地理院データ）

人口 1,786,170人 （平成27年国勢調査）

い草，すいか，トマト，デコポンなど全国一位

天草地域の概要

面積 878.35㎡ 東京２３区の１．４倍

人口 112,934人 昭島市とほぼ同じ
（天草市，上天草市，苓北町の２市１町で構成）

鹿児島県の概要

面積 9,187.01㎡ （国土地理院データ）

人口 1,648,177人 （平成27年国勢調査）

豚，ブロイラー，さつまいも，養殖ブリなど全国一位

北薩地域の概要

面積 1,567.27㎡ 東京２３区の２．５倍

人口 199,149人 小平市とほぼ同じ
（出水市，阿久根市，薩摩川内市，さつま町，長島町の３市２町で構成）

2



天草・北薩地域の観光の概要

観光客の動向

全国 熊本県 鹿児島県

宿泊者数 498,191,140 7,597,320 8,068,430

対前年比 ＋1.2 ＋4.4 ＋12.0

博多

鹿児島
中央

熊本

鹿児島空港

熊本空港

天草空港

小倉

八代港

出典：観光庁宿泊旅行統計（平成29年速報値）

１．宿泊客の動向

※ 熊本県，鹿児島県の観光統計から，両県宿泊客の
約８％がそれぞれ天草地域・北薩地域に宿泊している
と推測される。

２．外国人宿泊客の動向

全国 熊本県 鹿児島県

外国人宿泊者数 78,003,570 787,170 715,320

対前年比 ＋12.4 ＋51.7 ＋48.7

（単位：人，％）

（単位：人，％）

出典：観光庁宿泊旅行統計（平成29年速報値）

※ 熊本県へは韓国・台湾から，鹿児島県へは香港・
台湾からの宿泊客が多い。
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拠点となる長島町

場所 鹿児島県の最北端

人口 10,431人

面積 116.12㎡

鹿児島県長島町とは

天草は目と鼻の先
（フェリー２航路 約３０分）

九州新幹線出水（いずみ）駅まで約５０分

特産品は養殖ブリ，ばれいしょ，焼酎

4

出水駅



フィールドスタディ型政策協働プログラム

鹿児島県北薩地域・熊本県天草地域への
ＳＮＳを活用した効果的な方策の検討

首都圏から九州に観光で訪れる方の８割は，ネットで予約・情報収集等を行う個人客

将来は１０割の人が
そうなるのでは？

デジタルネイティブである学
生の皆さん，どのような情報
発信が効果的ですか?

5



こんなことをしていただきます！！

①市役所，町役場，観光協会関係者へのヒアリング
②宿泊施設，物販店関係者へのヒアリング
③観光客，関係者へのアンケート調査

政策を考える

①地域イベントへの参加，農業・漁業体験
②地域おこし協力隊の活動を体験
③地域住民との話し合い

田舎暮らしを体験

観光客を増やすためには，
どのようなＰＲが有効か？
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奄美における文化の
保存・継承と活用

鹿児島県

（奄美市土盛海岸）



・ 離島人口（159,486人）
・ 離島面積（約2,485平方Km）

→ いずれも，全国第１位

・ 有人離島数（26） →全国第４位

温帯から亜熱帯にわたる南北約
600キロメートルの広大な県域に広
がる26の島々は，真っ青な海をは
じめとする温暖で豊かな自然環境
や個性的な伝統文化，健康的で特
色ある郷土料理など，個性あふれ
る島々ばかりです。

（本県離島の位置図）



（奄美群島の有人離島）

奄美大島，加計呂麻島，請島，与路島，
喜界島，徳之島，沖永良部島，与論島

① 市町村数 １２ （１市９町２村）

② 人口（H27国調） 約１１万人
・65歳以上の割合は約31％（国平均 27％）

③ 郡民所得 2,090千円（H26年度）
対県格差 87.5    対国格差 72.9

④ 気 候
・亜熱帯・海洋性に属し，四季を通じて温暖多雨
・年間平均気温は２１℃前後，降水量は約３千ミリ
・台風の常襲地帯

大浜海浜公園（奄美市）

★ 奄美－鹿児島 約370㎞
－東 京 約1300㎞

★ H29入込客 約82万５千人

○LCCの就航等により，平成29
年の入込客数（奄美各島への客
数）は過去最高になった。



①マングローブ（奄美市住用） ②東洋の美しい真珠“与論島”

③アマミノクロウサギ

④金作原原生林のヒカゲヘゴ

⑤リュウキュウアカショウビン

①②④の写真は，鹿児島県観光連盟提供



佐仁の八月踊り（奄美市） 油井の豊年祭（瀬戸内町）
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諸鈍シバヤ（瀬戸内町）

十五夜踊り（与論町）



近年，過疎や高齢化，生活様式の変化等により，
伝統行事（文化）の担い手が減少傾向

・各集落の豊年祭，八月踊り，諸鈍シバ

ヤ，秋名のアラセツ行事，油井の豊年

祭 など

・各保存会の活動

・各市町村・文化協会からの支援

・DVD,CD等のアーカイブ化
・広域文化祭，島唄大会，コンクール等

の開催（H27は国民文化祭）
・方言劇，方言の授業，方言によるFM
ラジオ放送

・危機的な状況にある言語・方言サミッ

ト（奄美大会）の開催 等



（さいごに）
★東大の皆様へ！

・奄美は，豊かで美しい自然（エ
メラルドグリーンの海や貴重な
動植物が生息する森など）や，
集落（シマ）ごとに異なるといわ
れる多様な文化など，魅力にあ
ふれています。

・住んでいるわたし達とは異なる
視点を持っている皆様方に奄美
を訪れていただき，新しい視点
から課題に取り組んでくれること
を期待しています。

地域の文化や魅力を

地域づくりに活用

→ 受入体制の整備が必要

（宿泊，交通，体験型の観光メニューづくり等）

・ 奄美を訪れた観光客を集落に誘導する。

（地域の文化や魅力（集落の宝）のＰＲ）

・ 各集落（シマ）を観光客が訪れ，地域の文

化・魅力を体験してもらうことで，地域の活性

化（シマおこし）にも資する。

・ これらの取組が，文化の保存・継承にもつ

ながる。
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